
名古屋⼯業⼤学数理情報履修モデル
2020年度以降に⼊学した⼯学部学⽣を対象とする、数理情報教育の履修モデルです。
数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活⽤する基礎的な能⼒を育成します。

修了要件
（基幹⼯学教育課程）

修了要件
(⾼度・創造⼯学教育課程）⽬ 的コース

別表３の科⽬群１を５
科⽬10単位以上修得。

別表２の科⽬群１を５科
⽬10単位以上修得。

数理情報の理論的基盤である
「統計学・計算機科学・数学」
のうち，統計学及び数学の基礎
的な知識を⾝に付け，与えられ
たデータに対して基本的な解析
と統計的推測及び得られた知⾒
を他者に伝える基本的な能⼒を
修得する。

数理情報
ベースコース

別表３の区分（Ａ，Ｂ，
Ｃ，Ｄ）の２区分以上
から，科⽬群１を５科
⽬10単位以上及び科⽬
群２を２科⽬４単位以
上修得。

別表２の区分（Ａ，Ｂ，
Ｃ，Ｄ）の２区分以上か
ら，科⽬群１を５科⽬
10単位以上及び科⽬群
２⼜は科⽬群３を２科⽬
４単位以上，及び演習・
課題解決型学修科⽬から
1科⽬以上修得。

数理情報の理論的基盤である
「統計学・計算機科学・数学」
のうち，統計学及び数学の基礎
的な知識を⾝に付け，⾃⾝の専
⾨分野における研究・開発過程
で⽣じたデータに対して，必要
な解析と統計的推測及び得られ
た知⾒を他者に伝える基本的な
能⼒を修得する。

数理情報
スタンダード
コース

別表２の区分（Ａ，Ｂ，
Ｃ，Ｄ）の３区分以上か
ら，科⽬群１を５科⽬
10単位以上，科⽬群２
を４科⽬８単位以上及び
科⽬群３を２科⽬４単位
以上修得。

数理情報の理論的基盤である
「統計学・計算機科学・数学」
の基礎的な知識を⾝に付け，⾃
⾝の専⾨分野での研究・開発過
程で⽣じたデータに対して，必
要な解析，統計的推測や機械学
習の⼿法を⾃ら選んで計算機上
で効率的に処理し，得られた知
⾒を他者に伝える基本的な能⼒
を修得する。

数理情報
アドバンスト
コース

授業科目一覧を参考に
履修登録

※各コースの履修申込不要

履修モデルの合否は
各学期の成績で自動判

定

証明書自動発行機で
修了証明書を発行

◆ 履修の流れ

修了要件を満
たすと、随時
発⾏可能。

実施体制:教育企画院数理情報教育実施部会

認定︓2026年3⽉31⽇まで

認定︓2027年3⽉31⽇まで

（⾼度・創造⼯学教育課程）


